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〔
省

令
〕

〇
職
業
安
定
法
施
行
規
則
及
び
建
設
労
働
者

の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
厚
生
労
働
一
一
）

J

〔
告

示
〕

〇
銀
行
法
施
行
規
則
第
十
九
条
の
二
第
一
項

第
五
号
ニ
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
己
資

本
の
充
実
の
状
況
等
に
つ
い
て
金
融
庁
長

官
が
別
に
定
め
る
事
項
の
全
部
を
改
正
す

る
件
（
金
融
庁
七
）

R

〇
信
用
金
庫
法
施
行
規
則
第
百
三
十
二
条
第

一
項
第
五
号
ニ
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
自

己
資
本
の
充
実
の
状
況
等
に
つ
い
て
金
融

庁
長
官
が
別
に
定
め
る
事
項
の
全
部
を
改

正
す
る
件
（
同
八
）

N
P

〇
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
第
六
十
九
条
第
一
項
第
五
号

ニ
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
己
資
本
の
充

実
の
状
況
等
に
つ
い
て
金
融
庁
長
官
が
別

に
定
め
る
事
項
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
九
）

R
L

〇
信
用
金
庫
法
第
八
十
九
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
銀
行
法
第
十
四
条
の
二
の
規

定
に
基
づ
き
、
信
用
金
庫
及
び
信
用
金
庫

連
合
会
が
そ
の
保
有
す
る
資
産
等
に
照
ら

し
自
己
資
本
の
充
実
の
状
況
が
適
当
で
あ

る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
及

び
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る

法
律
第
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

銀
行
法
第
十
四
条
の
二
の
規
定
に
基
づ

き
、
信
用
協
同
組
合
及
び
信
用
協
同
組
合

連
合
会
が
そ
の
保
有
す
る
資
産
等
に
照
ら

し
自
己
資
本
の
充
実
の
状
況
が
適
当
で
あ

る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
の

一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
一
〇
）

J
I
L

〇
経
済
産
業
省
・
財
務
省
・
内
閣
府
関
係
株

式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
規
則

第
八
十
三
条
第
一
項
第
五
号
ニ
、
第
八
十

四
条
第
三
号
ハ
及
び
第
八
十
六
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
自
己
資
本
の
充
実
の
状
況
等

に
つ
い
て
経
済
産
業
大
臣
、
財
務
大
臣
及

び
金
融
庁
長
官
が
別
に
定
め
る
事
項
の
一

部
を
改
正
す
る
件

（
金
融
庁
・
財
務
・
経
済
産
業
一
）

〇
労
働
金
庫
法
施
行
規
則
第
百
十
四
条
第
一

項
第
五
号
ニ
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
己

資
本
の
充
実
の
状
況
等
に
つ
い
て
金
融
庁

長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る

事
項
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
金
融
庁
・
厚
生
労
働
一
）

J
J
J

〇
労
働
金
庫
法
第
九
十
四
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
銀
行
法
第
十
四
条
の
二
の
規

定
に
基
づ
き
、
労
働
金
庫
及
び
労
働
金
庫

連
合
会
が
そ
の
保
有
す
る
資
産
等
に
照
ら

し
自
己
資
本
の
充
実
の
状
況
が
適
当
で
あ

る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
の

一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
二
）

J
K
J

〇
農
業
協
同
組
合
等
の
自
己
資
本
の
充
実
の

状
況
等
に
つ
い
て
の
開
示
事
項
等
の
一
部

を
改
正
す
る
件（
金
融
庁
・
農
林
水
産
一
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

公
示
催
告
、
除
権
決
定
、
破
産
、
免
責
、

再
生
関
係

J
M
Q

特
殊
法
人
等

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
国
立
大
学
法

人
室
蘭
工
業
大
学
、
税
理
士
証
票
無
効
・

登
録
ま
つ
消
関
係

J
P
N

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
取
上
げ
処
分
、
行
旅
死

亡
人
関
係

J
P
O

会
社
そ
の
他

J
P
P

会
社
決
算
公
告

J
P
R

〇
厚
生
労
働
省
令
第
十
一
号

職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）

第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
並
び
に
第

三
十
二
条
の
十
六
第
二
項
（
第
三
十
三
条
第
四
項
、
第
三

十
三
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
十
三
条
の
四
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
建
設
労
働
者
の
雇

用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
三

十
三
号
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

職
業
安
定
法
施
行
規
則
及
び
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善

等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

職
業
安
定
法
施
行
規
則
及
び
建
設
労
働
者
の
雇
用

の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令

（
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

職
業
安
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
労
働

省
令
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
二
項
中
「
百
分
の
十
・
五
」
を
「
百
分

の
十
・
八
」
に
、「
百
分
の
十
・
二
」
を
「
百
分
の
十
・

三
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
二
項
中
「
第
二
十
五
条
」
を
「
第
四

条
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
項
中
「
六
百
七
十
円
」
を「
六
百
九
十
円
」

に
、「
六
百
五
十
円
」
を
「
六
百
六
十
円
」
に
改
め
る
。

別
表
受
付
手
数
料
の
項
中
「
六
百
七
十
円
」
を
「
六

百
九
十
円
」
に
、「
六
百
五
十
円
」
を
「
六
百
六
十
円
」

に
改
め
、
同
表
紹
介
手
数
料
の
項
中「
百
分
の
十
・
五
」

を
「
百
分
の
十
・
八
」
に
、「
百
分
の
十
・
二
」
を
「
百

分
の
十
・
三
」
に
、「
百
分
の
十
四
・
二
」
を
「
百
分
の

十
四
・
五
」
に
、「
百
分
の
十
三
・
七
」
を
「
百
分
の
十

三
・
八
」
に
改
め
る
。

様
式
第
八
号
か
ら
第
八
号
の
三
ま
で
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。
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